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自
主
防
災
組
織
と
は
、
地
震
や
台
風
な
ど
の

大
災
害
に
備
え
、
「
自
分
た
ち
の
ま
ち
は
自
分

た
ち
で
守
る
」
と
い
う
連
帯
感
に
基
づ
い
て
、

隣
近
所
の
人
々
が
協
力
し
、
助
け
合
え
る
よ
う

組
織
化
し
た
も
の
で
す
。

　
市
で
は
「
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
」
を
推

進
す
る
た
め
、
西
条
市
連
合
自
治
会
と
協
力
し
、

各
自
治
会
な
ど
で
の
自
主
防
災
組
織
の
結
成
を

奨
励
・
支
援
し
て
い
ま
す
。

　
自
然
災
害
に
対
し
て
、
市
や
消
防
署
な
ど
の

関
係
機
関
は
、
全
力
を
挙
げ
て
防
災
活
動
に
取

り
組
み
ま
す
。
し
か
し
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災

で
は
、
道
路
の
寸
断
や
通
信
網
の
途
絶
に
よ
っ

て
、
公
的
機
関
が
十
分
に
機
能
せ
ず
、
救
助
さ

れ
た
約
９
割
の
人
が
、
自
分
で
、
あ
る
い
は
家

族
や
隣
人
な
ど
に
よ
る
も
の
で
し
た
。

　
こ
の
こ
と
か
ら
、
被
災
時
の
初
期
に
活
動
の

で
き
る
、
自
主
防
災
組
織
の
重
要
性
が
分
か
り

ま
す
。

　
組
織
を
結
成
す
る
に
あ
た
っ
て
、
ま
ず
地
域

の
防
災
の
在
り
方
に
つ
い
て
十
分
話
し
合
っ
て

く
だ
さ
い
。
そ
し
て
、
そ
の
地
域
に
必
要
な
役

割
な
ど
を
決
め
、
会
長
・
副
会
長
・
各
役
割
の

リ
ー
ダ
ー
を
決
定
し
ま
す
。

　
組
織
と
し
て
の
規
約
、
組
織
図
、
連
絡
方
法

な
ど
が
出
来
上
が
っ
た
ら
、
市
役
所
へ
組
織
結

成
の
旨
を
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

　
台
風
が
近
づ
い
た
り
、
雨
が
降
り
続
い
た
り

し
た
と
き
は
、
最
新
の
気
象
情
報
を
収
集
し
ま

し
ょ
う
。
状
況
は
刻
々
と
変
化
す
る
の
で
、
常

に
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど

で
新
し
い
情
報
を
入
手
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
近
年
は
、
猛
烈
な
雨
が
局
地
的
に
降
る
恐
れ

が
あ
り
ま
す
の
で
、
大
雨
警
報
や
洪
水
警
報
が

発
表
さ
れ
た
ら
、
避
難
で
き
る
よ
う
に
準
備
を

し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　
特
に
降
水
量
が
１
時
間
に
20
㍉
以
上
、
ま
た

は
降
り
始
め
て
か
ら
１
０
０
㍉
以
上
に
な
っ
た

場
合
は
、
十
分
な
注
意
が
必
要
で
す
。

●
大
雨
注
意
報
・
洪
水
注
意
報
と
は

　
大
雨
や
洪
水
に
よ
る
災
害
の
恐
れ
が
あ
る
場

合
に
、
注
意
を
呼
び
か
け
ま
す
。

●
大
雨
警
報
・
洪
水
警
報
と
は

　
人
命
や
財
産
に
重
大
な
影
響
を
及
ぼ
す
よ
う

な
災
害
の
恐
れ
が
あ
る
場
合
に
、
警
戒
を
呼
び

か
け
ま
す
。
警
報
本
文
中
、
「
〇
〇
で
は
過
去

数
年
間
で
最
も
土
砂
災
害
の
危
険
性
が
高
い
」

と
あ
る
場
合
は
、
該
当
す
る
地
域
で
の
警
戒
を

特
に
強
め
て
く
だ
さ
い
。

　
避
難
の
遅
れ
は
生
命
の
危
機
に
直
結
し
ま
す
。

「
避
難
勧
告
」
「
避
難
指
示
」
が
出
た
と
き
に

は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
そ
れ
が
出
て
い
な
い
段

階
で
も
危
険
を
感
じ
た
ら
、
早
め
早
め
に
行
動

す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
避
難
に
あ
た
っ
て
は
、
高
齢
者
、
幼
児
、
障

害
者
な
ど
の
災
害
時
要
援
護
者
に
配
慮
し
て
く

だ
さ
い
。

　
こ
れ
か
ら
梅
雨
に
入
り
、
梅
雨
前
線
や
台
風
に
よ
る
大
雨
が

発
生
し
や
す
い
季
節
と
な
り
ま
す
。
平
成
16
年
に
来
襲
し
た
一

連
の
台
風
災
害
で
は
、
が
け
崩
れ
・
地
す
べ
り
に
よ
る
大
量
の

土
石
流
や
流
木
が
発
生
し
、
尊
い
人
命
や
財
産
が
失
わ
れ
、
市

民
生
活
に
多
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。

　
過
去
の
教
訓
を
生
か
す
た
め
に
も
、
日
ご
ろ
か
ら
ご
家
庭
や

地
域
な
ど
で
防
災
に
つ
い
て
話
し
合
い
、
い
ざ
と
い
う
時
に
行

動
が
で
き
る
よ
う
、
災
害
に
備
え
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　４月に各ご家庭へ配布しました
「防災マップ」には、土砂災害な
どの危険個所、風水害・地震など
における避難場所、緊急時の連絡
先等を記載しています。
　もしものときに備えて、ご活用
ください。

最
新
の
気
象
情
報
を
入
手
し
よ
う

早
め
早
め
の
避
難
を
心
が
け
よ
う

自
主
防
災
組
織
を
結
成
し
ま
し
ょ
う

自
主
防
災
組
織
の
重
要
性

自
主
防
災
組
織
の
結
成
に
向
け
て

①
防
災
知
識
の
普
及
・
啓
発

　
防
災
講
演
会
な
ど
の
開
催
や
、
防
災
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
な
ど
の
作
成
・
配
布
を
し
、
防
災
知
識

の
普
及
を
図
り
ま
す
。

②
防
災
巡
視
・
点
検

　
各
家
庭
で
の
避
難
用
具
の
整
備
・
点
検
、
危

険
個
所
の
巡
視
活
動
な
ど
災
害
に
対
す
る
備
え

を
行
い
ま
す
。

③
防
災
訓
練

　
初
期
消
火
訓
練
、
避
難
誘
導
訓
練
な
ど
、
実

際
に
災
害
が
起
こ
っ
た
と
き
に
対
応
で
き
る
よ

う
に
訓
練
を
行
い
ま
す
。

④
防
災
資
機
材
の
整
備

　
資
機
材
の
点
検
・
更
新
な
ど
を
行
い
、
い
つ

で
も
使
用
で
き
る
よ
う
に
し
て
お
き
ま
す
。
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防
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織
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な
活
動
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＜西条地区＞　所藪、オレンジハイツ、山口二区、
　山口団地、グリーンハイツ、上神拝、西の川原、
　舟形、中西、西原、朝日町（氷見）、加茂、大保木、
　西条商店街防火推進協議会
＜東予地区＞　天神、吉田上１、石田、広江、北条、
　北条新田、三津屋、栄町、国安上、国安下、新市、
　安用出作、大影、新町、上市、広岡、石延、安用、
　河原津、楠、楠浜、成福寺、六軒、三芳南、三芳
　東、大野、宮之内、福成寺、実報寺、旦之上、河
　之内、黒谷
＜丹原地区＞　丹原下町、徳能出作、田滝、西川根、
　東川根、来見
＜小松地区＞　岡村、川原谷第２市営住宅、藍刈県
　営住宅、旧藩、中常盤、西常盤、一本松、新宮藤
　木、川原谷、南川、北川大開、安井、明穂、西大
　頭、中大頭、東大頭、妙口原、都谷、大郷

西条地区 １４ 組織
３２ 組織
６ 組織

１９ 組織
７１ 組織

東予地区
丹原地区
小松地区
合　計

参考：愛媛県　４５.２％（平成18年４月１日現在）

９.５％
６０.０％
２０.３％
７７.７％
３０.６％

結 成 率 組 織 数地　区

▲集会所などの活動拠点を持つ自主
　防災組織に対して、市では防災工
　具セットを貸与しています。

▼石根地区で行われた災害
　図上訓練（ＤＩＧ）。

▲山口二区と山口団地の自主
　防災組織による防災訓練。

　

▲平成16年９月29日の台風21号によって、数多くの山々が崩落しました。（写真は中寺地区）




